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　西南学院大学国際文化学部では、「戦争を歩く、
戦争を記憶する」をテーマに、戦争に関する知識を
学び、戦争について考えることを目的とした授業を
行っています。
　そこで私は、久留米市における「女性たちの銃後
活動」に焦点をあてたお話をしました。その中で、
久留米市教育委員会所蔵の戦争関連資料を取り上げ
ました。
　紹介した資料の中でいちばん学生の興味を引いた
のは、千人針が施された腹巻です。びっしりと規則
正しく並んだ「玉留め」には、「弾を止める」とい
う意味があり、弾丸よけのお守りになるように、千
人がひと針ずつ刺して完成させたとされています。
ひと針ひと針に込められた思いを想像すると、胸が
いっぱいになります。
　私自身は、幼い頃より、祖母や知り合いの方など

から、このような千人針のことをはじめ戦時中の思
い出を聞くことができていましたが、今の学生の中
には、「千人針を知らなかった」という人も多く、
戦争や戦時中の暮らしのことを伝えてくれていた人
の存在が、身近でなくなってきていることを感じま
した。
　戦争の記憶を伝承していくためには、「モノ（資料）
に戦争の実相を語ってもらうこと」が、これからま
すます重要になってくると思います。
　文化財収蔵館の方々には、これからも戦時中の資
料をはじめたくさんの久留米に関する資料を大切に
保存していただき、後世に残していってほしいです。
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実習の様子（歴史資料の取扱い）

実習の様子（出土品の整理）


